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･′触角 通rb?叩 よ,りなり時に5m･ 日 以下PTl7'
也,IIIの31=黙近く及び ⅠⅤ の基部は汚式色,弛は琴
褐色.触角長は休長の約 2/3.刺毛を出生.触角の先
Er'utは田瓦状.I,ⅠⅠは短大,ⅠⅠⅠは IV とは 周ゞ長か
又は少し長く,ⅠV は V と同長または少し長く,VI








尾片 休とは 同ゞ色.準円錐帆 巾火はやゝくびれ
約3対の長毛を生ずL-3.
孤rl定 (mm) 体長210-2･2,体巾1･1,触角 1･軍0
-1.40(Ⅰ二0.08,Ⅰト 0.06,ⅠⅠⅠ-0.30,ⅠⅤ二心.19,



























卜触角 6節,稀に5節.T.色で ⅠⅠⅠの基部はや 淡ゝ色･
左右各環節の長さは異なる場合が多い.I,-ⅠⅠ短九 .












測定 (mm).体長 1.88,体巾 0.83,触角 1.35又
は 1.24(Ⅰ-0.08,′ⅠⅠ-0･06,ⅠⅠⅠ-0.32,ⅠⅤ-0.17,
Ⅴ-0.16,ⅤⅠ-0.10+0.45, 叉は ⅠⅠⅠ-0.40, ⅠⅤ-
0.16,､V-0.08+0･43), 前超長 3･18,口吻 q･51,
後腿節 0.51; 後願節 0.94,′後尉節 0.10, 角状管




























測定 (mm) 体長 2.58,体巾 1.69,触角長 1.07
(Ⅰ-0.ll,ⅠⅠ-0.08,ⅠⅠ-0.38,ⅠⅤ-0.13,Ⅴ一･0.16,
VIl0.ll+0.05),口吻 0.72,後腿節 0.60,後階節














































Ⅰは ⅠⅠより少し大,ⅠⅠⅠは ⅠV より少し短く,ⅠVが








汎定 (mm) 体長 1.･92,一体巾 1.34,触角長 0.40
(Ⅰ-0.063, ⅠⅠ-0.063, ⅠⅠⅠ-0.087, ⅠⅤ-0.126,
V一心.039+0.024),口吻 0.358/角状管 0.016,尾片


















防 虫'.科 学 節 22 巻-I
Fa片 円く教本の曲った長刺毛がある.
汎定 (mm) 体長 1.80,経巾 O.65.触角長 0.60




























































oEupland riceLin tle nestsOfTeEramoTium
caespitumJacotiWheelerandLasL'usnigernz'ger
(Linn色).､ThewriterexpresseshisgratitudetoDr･








































ラ ム シ の 検 索 表
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1かんする諸問題 第 6報 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武田研究室)31.ll.23受理
暴川 先生 は, 与の学 問の通 に生態 をゆf='ね よ うJと したわ た くLを, 最 初
の 日か ら今 日にい た るまでの長 い年 月, つ ね に正 しい し.るべ をあた えて
あたため:く13導 き下 さっ た･ この たび舌稀 の 賓 を控 えられ るに あた り,
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